理科教育法模擬授業指導案
指導者：5班（佐々木　陽輔、源　康治、宮路　宗典）
指導教室：第4講義室
指導教官：川村　康文教授
指導日：2011.12.10(土)
1．本時の学習計画
1）本時の単元：雲ができるしくみ（中学理科2分野）
2）本時の教材観、生徒観、指導観
①教材観：前単元では水の循環を中心に学習を行った。今回はその中でも雲のでき方について着目した単元である。水のダイナミックな動きを知るために、雲の発生について理解を深めることは、天気について興味を持ち、次に扱う気象の単元の理解をしやすくするという観点で重要であると考える。また、雲から雨が降るといっても実際にメカニズムはイメージしづらいものである。そこで、雲を実際に作ることにより、雲が水滴からできていることや雲ができるための条件について、生徒が理解できるようにしたい。
②生徒観：理科好きな生徒も多く、積極的に授業や実験にも参加しているが、地学分野のほかの分野に比べて知識が浅いと思われる。雲のような身近で見ることができないものが、意外と簡単にできることを知ることで、より身近なものであると感じとって、興味をもってもらいたい。
③指導観：実験自体は非常に簡単であるが、実験を簡単にしたことで低温条件という雲ができる条件の一つを見ることが難しい。そこはしっかりと説明をいれてフォローする考えである。
2．本時の目標
　■雲の正体が何であるか、雲のでき方について、実験を通して自分たちで考え、理解することができる。

　　・雲の正体は水の粒であることを理解することができる。

　　・雲ができる条件が水、空気中の塵、低温の３つであることを理解することができる。

　　・雲のでき方について、順を追って説明することができる。
3．本時の準備物

　（授業）授業プリント

（実験）炭酸飲料用500mlペットボトル(4本)、線香、ライター、お湯、冷水
4．授業展開
	段階
	学習内容
	教師の動向
	生徒の動向
	留意点

	導入
(5分)
	前回の授業の内容確認

雲の正体
	水が地球上を循環していることを整理。

雲の正体って何か質問をする。

プリントを配布。
	質問に答える。

プリントを受け取る。
	なるべく手短に話を行う。



	実験
（10分）

	雲を作成する
	実験機材を配る。
実験手順を説明。

結果の整理。

考察の意見を聞く。
	実験機材を受け取る。
説明を聞いてから、実験スタート。
雲ができることを確認する。
考察について自分の考えを述べる。
	線香を使うので火の扱いに注意すること、お湯はある程度冷まさないとペットボトルが変形することを事前に言う。
考察部分は改めて、仕組みを説明した後に整理。

	講義
（10分）
	雲のできる条件と流れ
	実際の自然界の雲が成立する流れを説明する。
実験でペットボトルを握ることで、内部ではどのような現象が起こっているかを説明すると、ともに考察部分の解答を答える。
	プリントを参照しながら必要な部分を穴埋め、あるいはメモを取る。
	実験との関連性も明確に。

	まとめ
（5分）
	まとめ
	最後に今回の授業について簡単に整理。
	まとめの項目を整理する。
	この２点は抑えておきたい。

・雲の正体は水の粒。

・水、塵、低温が必要である。


5．本時の評価
　■実験に積極的に参加し、大気中の水蒸気がどのようにして雲になるか考えることができたか。

　■雲ができる仕組みについて、できる条件も踏まえたうえで理解できたか。
　　
6．板書計画

　今回はプリントを中心に進めていく。プリントは後に掲載。

板書は雲が出来上がる図や授業中のキーワードをかく程度である。

7．参考資料

・雲をつくる実験　やってみよう！水の自由研究　サントリー「水育」

http://suntory.jp/kids/mizu-iku/study/research/07.html
・理科ねっとわーく　雲の発生

　http://rikanet2.jst.go.jp/contents/cp0130/23/23-4.html
雲ができるしくみ
1． 雲を作ってみよう

＜準備物＞

炭酸飲料用ペットボトル4本（500ml）、線香、冷水、ゆるま湯
＜手順＞

1 炭酸飲料用ペットボトル4本を準備

2 そのうち2本にゆるま湯、残りの2本に冷水を入れる。

※目安はペットボトルを横にしたときにこぼれない程度。

3 ゆるま湯、冷水を入れたペットボトルのうち片方に線香の煙を5秒程入れる。

※これは教員が入れるので前に持ってきてもらいます。

4 すべてのペットボトルにふたをする。

5 ペットボトルを指で押してへこませた後、すぐに元に戻す操作を繰り返す。
	
	A
	B
	C
	D

	水
	ゆるま湯
	ゆるま湯
	冷水
	冷水

	線香の煙
	入れる
	入れない
	入れる
	入れない


　　＜結果と考察＞

　　・どのペットボトルが最も多く雲が出来上がっただろうか？

　　・線香の煙を入れることにどのような効果があるのだろうか？

　　・今回の実験において雲を作るのに必要だと思われる条件は何だろうか？ 

2． 実際に雲ができるしくみ
1 地表近くの湿った空気が（a　　　　　　　）、上昇する。

2 上空は空気が薄く、気圧が（b　　　　　　）。

湿った空気は上昇することで（c　　　　　　）、その結果として温度が（d　　　　　　　）。
3 ある程度の高さまで到達すると、湿った空気中の水蒸気が水あるいは氷の粒となる。
　　※ペットボトルの体積変化について
	
	内部の体積
	内部の圧力
	内部の温度

	へこませる
	
	
	

	元に戻す
	
	
	


3． まとめ

1 雲の正体は（1　　　　　）や（2　　　　　）の粒である。

2 雲ができるためには、
　（3　　　　　　　　）、（4　　　　　　　　）、（5　　　　　　　　　）

という条件が整えば良い。
